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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン／スレオニンプロテインキナーゼのSte20ファミリーのメンバーをコードし、いくつかの既知のポロ様キナーゼキナーゼと類似しています。このタンパク質はポロ様キナーゼ1と会合してリン酸化することができ、キナーゼ不活性型の過剰発現は正常な細胞周期の進行を阻害します。また、このキナーゼは、マイトジェン活性化プロテインキナーゼキナーゼ1経路を介してT細胞におけるインターロイキン2の発現を負に制御することができます。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,機能：ミエリン塩基性タンパク質やヒストン2Aのセリンおよびスレオニン残基などの基質に作用する。,PTM：自己リン酸化。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。STE Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。STE20サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,組織特異性：主にリンパ器官で発現する。,
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	STK10 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	LOKポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	LOKポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析

